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４ ． 河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 す る 目 標

河川空間の適正な利用のために、人々が水と親しみ、由良川の自然を活用した体験

学習の場を提供することを目的に、スポーツやレクリエ－ション活動、水と緑のオー

プンスペースとしての河川利用や、街づくりと一体となった河川整備などの多様な要

請に応じられるよう、これら相互の調整を図りつつ、地域づくりと一体となった川づ

くりを推進します。また、由良川を取りまく生態系を把握した上で、由良川の豊かな

自然を活用して川との触れ合いや水生生物調査など体験学習を継続的に実施し、人と

由良川の良好な関係を創出するための対策に取り組みます。

由良川の水利用は、適正な取水が行われており、この状態を維持することを目標としま

す。このためには、今後も流況・取水量などの監視を継続していくとともに、渇水時にお

いては利水者をはじめ、住民に情報提供を行います。さらに、利水者間での調整が可能な

状況を作りだし、渇水による流域への影響の軽減に努めます。

一方、現在良好な状況を維持している水質については、今後も安心して利用できるよう

その維持を目標とします。しかし、水質は、本川のみならず支川なども含めた流域全体の

社会生活に起因する汚濁負荷量の影響を受けるため、関係機関と連携し汚濁負荷量の低減

を図るとともに、定期的または緊急時に監視を行います。また、川の自浄機能の回復を図

り 「透明感のある川」をめざすための対策を検討し、あわせて、これらの情報を共有化、

し流域全体での水質保全を推進します。

さらに、不法投棄のゴミが多いなどの現状から、住民や関係機関、市民団体等との連携

のもと、河川愛護精神の高揚を図る対策を講じます。

５ ． 河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 す る 目 標

、 。由良川は 現在でも良好な水質や河畔林に代表される豊かな水辺の環境を有しています

かつては、人々が水害から生命、資産を守るため、水害防備林として植えられたマダケな

どの樹林は、現在においても連続性を保ち緑豊かな由良川らしい景観や生態系の大き

な要素となっています。

また、瀬と淵は、河道掘削や砂利採取により局所的に単調化しているものの、経年的に

それほど大きな変化や移動はなく、全体的には維持されています。

このような河畔林や瀬・淵は、それぞれの箇所で多様な生物の生息・生育環境とし

て機能しているとともに、由良川の代表的な景観を形成しています。

よって、河川環境に関しては、由良川の自然環境を核として、人がやすらぎ、多様な生

次世代に引き継いでいくために、河物の生息・生育環境を確保し、現在の由良川の環境を

川水辺の国勢調査等の継続的な環境モニタリング調査を行い、生態系の動向を把握しなが

ら、積極的に保全します。

この豊かな自然環境は、河川内の環境だけで成り立っているのではなく、沿川や流域の

様々な自然環境との連携によって成り立っています。

そこで、由良川を流域の水と緑のネットワークの核と位置付け、現在の豊かな自然環境

を積極的に保全するとともに、現在の由良川が有する上流から下流、および水域から陸域

への生態系の連続性を維持し、由良川流域に生息する多様な生物にとって良好な生息・生

育空間の形成を目指します。


